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1ま え が き

東北IL方の稲作は,冷害,異常気象対応技術が基本とな
るが,昭和51年 ‐55年の冷害,昭和56年の栄養生長期間の
低温と,大 きな被害を受けており,あ らためて多くの問題
が現出している。

寒冷地における機械移植は,稚苗,中苗が中心であり,
本田初期の低温抵抗性の低下,作期の遅れ等のため,従来
の成苗に近い苗の機械移植技術開発が,冷害対応技術とし
て望まれていた。

ここでは,耐冷機械移植技術として,葉齢増加苗 (実用
上.葉齢は45葉を目標とした)の育苗条件の検討と,現
行の田植機を用いての機械適応性を中心に,昭和53年から
昭和55年までの試験成績から,その概要について述べる。

2結 果 の 概 要

(1)作 期
5葉指向苗の育苗期間は,45日程度であり,播種期が従
来の維苗,中苗より早くなるため,育苗初期の低温障害が
懸念されることから,早期限界播種期について検討した。
岩手県中北部地帯の農業気象観測地点における最低気温

出現頻度図から,出現頻度20%(10年に2回 は,こ の線よ

り低温 )の移動平均値 (5日 間)が ,-35℃ , -25℃ ,

-15℃ になる日を表 1に示した。
表 1か ら, どニールハウス内トンネル育苗を前提とすれ

ば,県中北部の標高 280″以上の地帯や,沢内等,多雪地

帯で,雪のため実際の播種期が遅れるような場合を除き,
4月 5日以降であれば,ほぼ播種が可能であり,播種早限
は, 4月 5日 頃となる。このことから,播種期間及び,移

表 1 早期限界播種甲
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植期間を推定すれば,播種期間, 4月 5日 ～ 4月 15日 ,移
植期, 5月 20日 ～ 5月 30日 となる。

(2)育 苗
育苗様式については,ハ ウス育苗,畑 トンネル育苗で検
討した。畑 トンネル育薔では,草丈が抑制され,葉齢でや
や勝るが,乾物重は少なく,苗質としては,小型の充実の
勝る苗が出来やすい(図 1)。  しかし,育苗中に低温被害
を受け,立枯れ症状が散見されており,岩手県中北部では,
ハウス育苗が基本となる。

図 2に,ハ ウス内の育苗温度条件と,播種量の違いによ
る生育推移を示した。

育苗温度は,中芭標準温度区と,やや低温区を設定した。
育苗初期は,開閉操作により温度差を生じたが,育宙中後
期は,同 じ開閉操作となり,温度差が少なく,生育に大き
な差はなかった。しかし,やや低温区で,乾物重/草丈が
勝る傾向を示した。

播種量別では,乾籾 40夕 /箱で 5葉 , 60′ で 45葉 を
得ているが,80夕 では,44葉以上の苗は得られなわめた(育
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図 1 育苗様式別生育比較

(昭 54)
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図 2 育苗温度別,播種量別生育推移
(昭 53ハ ウス)

苗日数47日 ,ハ ウス )。

育苗床土別では,播種量 70,/箱 に統一して行った。

草丈は,火山灰土>人工培土>沖積土となり,乾物重も

同様の傾向を示すが,葉齢では,人工床土≧沖積土>火山

灰土となり,人工床土で45葉 を得ている。

床上の違いによる形態の差異は,火山灰土は,第 1葉鞘

長,第 2葉身長が伸びやすい。葉齢と各形質の相関をみて

も,第 1葉鞘長,第 2葉身長と負の相関が高く,葉齢増加

にとって不利な形になりやすい。なお,移植後の発根力調

査でも,明 らかに,人工床土>沖積土>火山灰土となる。

(3)機械適応性

現行の田植機(中苗兼用機)を用い. 5葉指向苗の移植を行

う場合,箱当たり播種量とかき取り面積の関係が問題となる。

機械適応性の基準を, 平均 1株植付本数 35本 ,変動

係数 40～ 45%(変動係数40～45%以下であれば,機械欠

株率は,3%に抑えられるようである)以下とすれば,播
種量40%/箱では,最大かき取り面積でも, 1株植付本数
2本未満,欠株率 10%で ,現行の日植機では,実用性はな

い。60′ では, 1株植付本数は 3本程度で,欠株率も許容

されるが, 力>き 取 り面積が 300赫必要であり,安定性に

かける。80夕 では,現行の田植機でも,十分,実用性はあ

るが,栽培面からは,葉齢が 43葉程度しかならず,問題
が残る。70,で は,か き取り面積 230～ 250赫 , 1株 4本

前後確保され,欠株率も3%以下に抑えることができ,葉

齢も45葉を得ることができる。
以上から, 5葉指向苗の播種量は,70,/箱 が適当と考
えられる。

108当 たり所要箱数は,実用上,大 きな問題となる。

播種量lo 7/箱 では,理論上,マ ット縮小率86%,か
き取り面積 234π′で,栽植密度 255株/7とすれば402箱
となる。実際に,203の圃場で実測した結果,播種量70,

/箱 ,か き取 り面積 238続 ,栽植密度221株 /27Fで移植す

ると,平均値付本数 37本,変動係数 411%,機械的欠株
率 20%で ,108当 たり所要箱数は,補植を含めて411箱
であった。したがって, 5葉指向苗の103当 たり所要箱数

は,40箱前後となる。

つぎに,播種機についてであるが,播種量が 70′/箱 と

少ない場合,維苗,中苗用播種機では,播種精度が劣り,

実用上問題がある。そこで,従来の播種機に,育苗箱上 4

～ 6理で播種されるような籾誘導枠を取り付け,播種した

ときに籾の飛散が少なくなるよう改良した (図 3)。

改良前の播種機の播種精度は,変動係数50%前後である

が,改良後は,変動係数40%と なり,播種精度が向上し,

実用性が見込まれるまでとなった。

3ま と め

散播 5葉指向苗の育苗条件の検討ということで,内容が

多岐にわたり,現在,試験も進行形であるため,結論の出

ていない点もあるが,昭和53年～昭和55年の試験結果から,

(1)作期,(2)育苗,(3磯械適応性について, その概略 を

述べた。

作期については,早期限界播種期からの播種期,移植期

の設定であり,今後,本田における作期との兼ね合いが必

要である。

育苗は,ハウス育苗を基本とし,播種量は 70夕/箱,育

苗温度は,中苗標準温より低めとする。床土は,人工XIL,

沖積土が,葉齢増加,移植後発根力で,火山灰土に勝る等

について述べた。

機械適応性については,現行の日植機 (中苗兼用機 )を

用い,播種量 70′/箱で,十分,実用性が認められる。10

8当たり所要箱数は,40箱前後となる。

最後に,こ の試験は,昭和57年 まで続けられており,30

a圃場,現lllでの実証をすすめている。
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図3 改造播種機 (昭 55)


